
(57)【要約】

【課題】壁用木材１の収縮を縦枠材１５との摺動で吸収

でき、案内柱３３に影響を与えない。予め壁パネル２０

を組み上げ、施工を簡略化・短縮化する。

【解決手段】壁用木材１、１を、縦枠材１５に連結しな

がら、積み上げ、壁パネル２０Ａ、２０Ｂとする。上下

の壁用木材１、１はだぼにより水平方向の移動が規制さ

れ、上下方向は縦枠材１５に沿って摺動する。土台３０

に立設した案内柱３３、３３間に、壁パネル２０Ａを配

置し、案内柱３３と縦枠材１５とを固定する。壁パネル

２０Ａに、中間梁３６を挟んで壁パネル２０Ｂを重ね、

同様に案内柱３３に固定し、更に上部梁４０を載せる。

両梁３６、４０を、両端部に固定した接合金物２３を介

して、案内柱３３に取付ける。上部梁４０に屋根を、中

間梁３６に二階床を夫々接合し、建築構造物とする。鉛

直荷重は、壁用木材１、１の全面圧縮で抵抗し、水平荷

重は、だぼと通しボルト４４のせん断力で抵抗する。

【選択図】図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
以 下 の 構 造 と し た こ と を 特 徴 と す る 建 築 構 造 物 。
（ １ ） 　 壁 用 木 材 を 横 に し て 上 下 に 積 み 上 げ 、 上 下 に 隣 接 す る 壁 用 木 材 を 移 動 規 制 手 段 で
接 合 す る 。 前 記 積 み 上 げ た 壁 用 木 材 の 両 端 を 、 縦 に 並 列 し た 縦 枠 材 で 夫 々 連 結 し て 、 壁 パ
ネ ル を 構 成 す る 。
（ ２ ） 　 下 横 架 材 に 、 所 定 間 隔 で 縦 に 配 置 し た 案 内 柱 の 下 端 を 固 定 す る 。
（ ３ ） 　 隣 接 す る 前 記 案 内 柱 間 に 、 前 記 縦 枠 材 が 前 記 案 内 柱 に 沿 う よ う に 、 前 記 壁 パ ネ ル
を 配 置 し 、 前 記 縦 枠 材 を 前 記 案 内 柱 に 固 定 す る 。
（ ４ ） 　 前 記 案 内 柱 の 上 端 部 に 、 上 横 架 材 の 両 端 部 を 、 前 記 案 内 柱 に 沿 っ て 取 付 け 、 該 上
横 架 材 を 前 記 壁 パ ネ ル の 上 端 に 重 ね る 。
（ ５ ） 　 前 記 上 横 架 材 か ら 前 記 各 壁 用 木 材 を 貫 通 し て 前 記 下 横 架 材 に 至 る 、 縦 方 向 の 補 強
棒 材 を 配 置 す る 。
【 請 求 項 ２ 】
以 下 の 構 造 と し た こ と を 特 徴 と す る 建 築 構 造 物 。
（ １ ） 　 下 横 架 材 に 、 所 定 間 隔 で 縦 に 配 置 し た 案 内 柱 の 下 端 を 固 定 す る 。
（ ２ ） 　 前 記 両 案 内 柱 の 対 向 す る 面 に 、 縦 枠 材 を 固 定 す る 。
（ ３ ） 　 前 記 該 縦 枠 材 間 に 、 横 に し て 配 置 し た 壁 用 木 材 を 上 下 に 積 み 上 げ る と 共 に 、 上 下
に 隣 接 す る 壁 用 木 材 を 移 動 規 制 手 段 で 接 合 し 、 か つ 前 記 壁 用 木 材 の 両 端 部 を 前 記 縦 枠 材 に
嵌 合 す る 。
（ ４ ） 　 前 記 案 内 柱 の 上 端 部 に 、 上 横 架 材 の 両 端 部 を 、 前 記 案 内 柱 に 沿 っ て 取 付 け 、 該 上
横 架 材 を 最 上 段 に 位 置 す る 壁 用 木 材 の 上 端 に 重 ね る 。
（ ５ ） 　 上 横 架 材 か ら 前 記 各 壁 用 木 材 を 貫 通 し て 前 記 下 横 架 材 に 至 る 、 縦 方 向 の 補 強 棒 材
を 配 置 す る 。
【 請 求 項 ３ 】
案 内 柱 の 上 端 部 に 、 筒 状 の 接 合 金 物 を 、 前 記 安 内 柱 に 沿 っ て 上 下 に 摺 動 可 能 と な る よ う に
嵌 装 し 、 該 接 合 金 物 に 放 射 状 に 突 設 し た 接 合 腕 に 、 上 横 架 材 の 端 部 を 固 定 し た こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ 記 載 の 建 築 構 造 物 。
【 請 求 項 ４ 】
以 下 の 構 造 と し た こ と を 特 徴 と す る 壁 パ ネ ル 。
（ １ ） 　 両 端 部 に 嵌 合 部 を 形 成 し た 壁 用 木 材 を 、 横 に し て 上 下 に 積 み 上 げ 、 上 下 に 隣 接 す
る 前 記 壁 用 木 材 を 移 動 規 制 手 段 で 接 合 す る 。
（ ２ ） 　 積 み 上 げ た 前 記 壁 用 木 材 の 両 端 部 に 縦 枠 材 を 配 置 し 、 前 記 嵌 合 部 を 縦 枠 材 に 沿 っ
て 形 成 し た 被 嵌 合 部 に 嵌 合 し て 、 積 み 上 げ た 前 記 壁 用 木 材 と 縦 枠 材 と を 連 結 す る 。
【 請 求 項 ５ 】
壁 用 木 材 の 嵌 合 部 を 縦 枠 材 の 被 嵌 合 部 に 、 上 下 に 摺 動 可 能 に 嵌 合 す る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ４ 記 載 の 壁 パ ネ ル 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 、 壁 の 構 造 に 特 徴 を 有 す る 建 築 構 造 物 及 び 壁 パ ネ ル に 関 す る 発 明 で 、 主 に ロ グ
ハ ウ ス の 壁 構 造 に 適 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
い わ ゆ る ロ グ ハ ウ ス 構 造 で は 、 軸 を 横 に し て 配 置 し た 壁 用 木 材 （ い わ ゆ る 丸 太 ） を 積 み 上
げ て 壁 を 形 成 し 、 壁 用 木 材 の 両 端 部 で 、 隣 接 す る 壁 用 木 材 を 交 差 し て 固 定 し て 、 壁 構 造 を
形 成 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 】 特 開 平 ６ － ２ ０ ０ ５ ７ １
【 ０ ０ ０ ４ 】
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【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
通 常 木 材 は 、 水 分 が 蒸 発 す る 等 に よ る 経 年 変 化 で 、 縮 む 傾 向 が あ り 、 構 築 時 の 含 水 状 況 や
気 候 条 件 に よ り 異 な る が 、 軸 に 直 角 な 方 向 （ 半 径 方 向 。 柾 目 幅 ） で は 、 ２ ～ ５ ％ 程 度 の 収
縮 が 生 じ る 場 合 が あ っ た 。 尚 、 木 材 の 軸 方 向 （ 繊 維 方 向 。 樹 幹 方 向 ） の 収 縮 は ０ ． １ ～ ０
． ３ ％ 程 度 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
い わ ゆ る ロ グ ハ ウ ス 構 造 で は 、 軸 を 横 に し て 壁 用 木 材 を 使 用 す る の で 、 上 下 方 向 で の 収 縮
を 想 定 し て 構 築 し て あ る が 、 そ れ で も 隙 間 が 生 じ る 問 題 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
ま た 、 ロ グ ハ ウ ス 構 造 で は 、 構 築 現 場 で 、 壁 用 木 材 を 組 み 立 て 構 築 す る た め 、 多 く の 作 業
者 を 要 し 、 作 業 日 数 の 短 縮 を 拒 む 要 因 と な っ て い た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
然 る に こ の 発 明 で は 、 上 下 に 積 み 上 げ た 壁 用 木 材 の 両 端 を 縦 枠 材 で 連 結 し 、 縦 枠 材 を 案 内
柱 に 固 定 し た の で 、 前 記 問 題 点 を 解 決 し た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
即 ち こ の 発 明 の 内 、 建 築 構 造 物 の 発 明 は 、 以 下 の 構 造 と し た こ と を 特 徴 と す る 建 築 構 造 物
で あ る 。
（ １ ） 　 壁 用 木 材 を 横 に し て 上 下 に 積 み 上 げ 、 上 下 に 隣 接 す る 壁 用 木 材 を 移 動 規 制 手 段 で
接 合 す る 。 前 記 積 み 上 げ た 壁 用 木 材 の 両 端 を 、 縦 に 並 列 し た 縦 枠 材 で 夫 々 連 結 し て 、 壁 パ
ネ ル を 構 成 す る 。
（ ２ ） 　 下 横 架 材 に 、 所 定 間 隔 で 縦 に 配 置 し た 案 内 柱 の 下 端 を 固 定 す る 。
（ ３ ） 　 隣 接 す る 前 記 案 内 柱 間 に 、 前 記 縦 枠 材 が 前 記 案 内 柱 に 沿 う よ う に 、 前 記 壁 パ ネ ル
を 配 置 し 、 前 記 縦 枠 材 を 前 記 案 内 柱 に 固 定 す る 。
（ ４ ） 　 前 記 案 内 柱 の 上 端 部 に 、 上 横 架 材 の 両 端 部 を 、 前 記 案 内 柱 に 沿 っ て 取 付 け 、 該 上
横 架 材 を 前 記 壁 パ ネ ル の 上 端 に 重 ね る 。
（ ５ ） 　 前 記 上 横 架 材 か ら 前 記 各 壁 用 木 材 を 貫 通 し て 前 記 下 横 架 材 に 至 る 、 縦 方 向 の 補 強
棒 材 を 配 置 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 、 他 の 建 築 構 造 物 の 発 明 は 、 以 下 の 構 造 と し た こ と を 特 徴 と す る 建 築 構 造 物 で あ る 。
（ １ ） 　 下 横 架 材 に 、 所 定 間 隔 で 縦 に 配 置 し た 案 内 柱 の 下 端 を 固 定 す る 。
（ ２ ） 　 前 記 両 案 内 柱 の 対 向 す る 面 に 、 縦 枠 材 を 固 定 す る 。
（ ３ ） 　 前 記 該 縦 枠 材 間 に 、 横 に し て 配 置 し た 壁 用 木 材 を 上 下 に 積 み 上 げ る と 共 に 、 上 下
に 隣 接 す る 壁 用 木 材 を 移 動 規 制 手 段 で 接 合 し 、 か つ 前 記 壁 用 木 材 の 両 端 部 を 前 記 縦 枠 材 に
嵌 合 す る 。
（ ４ ） 　 前 記 案 内 柱 の 上 端 部 に 、 上 横 架 材 の 両 端 部 を 、 前 記 案 内 柱 に 沿 っ て 取 付 け 、 該 上
横 架 材 を 最 上 段 に 位 置 す る 壁 用 木 材 の 上 端 に 重 ね る 。
（ ５ ） 　 上 横 架 材 か ら 前 記 各 壁 用 木 材 を 貫 通 し て 前 記 下 横 架 材 に 至 る 、 縦 方 向 の 補 強 棒 材
を 配 置 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 前 記 に お い て 、 案 内 柱 の 上 端 部 に 、 筒 状 の 接 合 金 物 を 、 前 記 安 内 柱 に 沿 っ て 上 下 に
摺 動 可 能 と な る よ う に 嵌 装 し 、 該 接 合 金 物 に 放 射 状 に 突 設 し た 接 合 腕 に 、 上 横 架 材 の 端 部
を 固 定 し た こ と を 特 徴 と す る 建 築 構 造 物 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
ま た 、 壁 パ ネ ル の 発 明 は 、 以 下 の 構 造 と し た こ と を 特 徴 と す る 壁 パ ネ ル で あ る 。
（ １ ） 　 両 端 部 に 嵌 合 部 を 形 成 し た 壁 用 木 材 を 、 横 に し て 上 下 に 積 み 上 げ 、 上 下 に 隣 接 す
る 前 記 壁 用 木 材 を 移 動 規 制 手 段 で 接 合 す る 。
（ ２ ） 　 積 み 上 げ た 前 記 壁 用 木 材 の 両 端 部 に 縦 枠 材 を 配 置 し 、 前 記 嵌 合 部 を 縦 枠 材 に 沿 っ
て 形 成 し た 被 嵌 合 部 に 嵌 合 し て 、 積 み 上 げ た 前 記 壁 用 木 材 と 縦 枠 材 と を 連 結 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
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更 に 、 前 記 に お い て 、 壁 用 木 材 の 嵌 合 部 を 縦 枠 材 の 被 嵌 合 部 に 、 上 下 に 摺 動 可 能 に 嵌 合 す
る こ と を 特 徴 と す る 壁 パ ネ ル で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
前 記 に お け る 補 強 棒 材 は 、 所 定 の 引 張 力 を 有 す る 材 料 で 有 れ ば 、 そ の 材 質 は 問 わ な い 。 例
え ば 、 鋼 材 ・ 樹 脂 な ど か ら な る 棒 状 、 線 状 、 細 長 板 状 等 が 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ま た 、 前 記 に お け る 上 横 架 材 は 、 １ 対 の 案 内 柱 に 対 し て １ 枚 の 壁 パ ネ ル で 構 成 す る 場 合 に
は 、 壁 パ ネ ル の 上 端 に 重 ね ら れ て 配 置 さ れ る 。 壁 パ ネ ル を ２ 又 は 複 数 枚 に 分 割 す る 場 合 に
は 、 下 方 に 位 置 す る 壁 パ ネ ル の 上 端 に も 中 間 の 梁 材 を 介 装 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ま た 、 前 記 に お け る 壁 用 木 材 は 単 独 の 木 材 を 使 用 し た 場 合 に 、 木 材 の 乾 燥 収 縮 に 対 応 す る
効 果 を 発 揮 で き る が 、 乾 燥 収 縮 が 少 な い 各 種 積 層 材 等 を 使 用 し て 、 壁 用 木 材 を 構 成 す る こ
と も で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ま た 、 前 記 に お け る 移 動 規 制 手 段 は 、 壁 用 木 材 が 水 平 面 で の 移 動 が 規 制 で き れ ば 、 そ の 具
体 的 な 構 成 は 問 わ な い 。 例 え ば 、 上 下 当 接 面 で 、 だ ぼ 穴 を 開 け て 共 通 の だ ぼ を 嵌 挿 し て 移
動 規 制 手 段 と す る 。 ま た 、 上 下 当 接 面 の 一 方 に ほ ぞ 穴 、 他 方 に ほ ぞ を 形 成 し て 、 あ る い は
上 下 当 接 面 に 接 着 剤 層 を 介 装 し て 移 動 規 制 手 段 と す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
（ １ ） 　 両 端 部 に 嵌 合 部 １ ０ 、 １ ０ を 形 成 し た 壁 用 木 材 １ 、 １ を 、 そ の 軸 を 横 に し て （ 長
手 方 向 を 横 に し て ） 上 下 に 積 み 上 げ る 。 各 壁 用 木 材 １ に は 、 積 み 上 げ た 際 に 上 下 に 連 通 す
る だ ぼ 用 貫 通 孔 ５ ５ 、 ５ ５ を 空 け て あ り 、 上 下 に 隣 接 す る 壁 用 木 材 １ 、 １ で 、 隣 接 す る だ
ぼ 用 貫 通 孔 ５ ５ 、 ５ ５ に 共 通 す る だ ぼ ５ ６ を 嵌 挿 し て あ る （ 図 ４ ） 。 だ ぼ ５ ６ 、 ５ ６ に よ
り 、 上 下 に 隣 接 す る 壁 用 木 材 １ 、 １ は 水 平 方 向 の 移 動 が 規 制 さ れ る 。 ま た 、 上 下 に 隣 接 す
る 壁 用 木 材 １ 、 １ の 接 合 面 に は 、 上 面 嵌 合 部 ３ 、 下 面 嵌 合 部 ６ が 形 成 さ れ 、 互 い に 嵌 合 し
て 、 雨 水 の 浸 入 を 防 ぎ 、 接 合 面 の 美 観 を 保 っ て い る （ 図 ５ （ ｂ ） ） 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ま た 、 壁 用 木 材 １ の 両 端 部 に 嵌 合 突 部 （ 嵌 合 部 ） １ ０ 、 １ ０ が 形 成 さ れ 、 積 み 上 げ て 壁 用
木 材 １ 、 １ の 両 端 部 を 縦 枠 材 １ ５ で 連 結 す る （ 図 ３ 、 図 ５ ） 。 壁 用 木 材 １ の 嵌 合 突 部 １ ０
と 縦 枠 材 １ ５ の 嵌 合 溝 （ 被 嵌 合 部 ） １ ７ が 嵌 合 し 、 上 下 に 積 み 上 げ た 壁 用 木 材 １ 、 １ が 縦
枠 材 １ ５ 、 １ ５ 間 か ら 外 れ な い よ う に 保 持 し て い る 。 ま た 、 壁 用 木 材 １ 、 １ は 縦 枠 材 １ ５
、 １ ５ に 嵌 合 し た 状 態 で 、 上 下 に 摺 動 可 能 と な っ て い る 。 従 っ て 、 壁 用 木 材 １ が 痩 せ た 場
合 で あ っ て も 、 縦 枠 材 １ ５ 、 １ ５ に 嵌 合 し た 状 態 で 、 寸 法 変 化 を 吸 収 で で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
以 上 の よ う に し て 壁 パ ネ ル ２ ０ を 構 成 す る （ 図 ３ ） 。 壁 パ ネ ル ２ ０ は 、 下 側 に 配 置 す る 壁
パ ネ ル ２ ０ Ａ と 上 側 に 配 置 す る 壁 パ ネ ル ２ ０ Ｂ か ら 、 １ つ の 面 の 壁 を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
（ ２ ） 　 　 下 横 架 材 と し て の 土 台 ３ ０ に 、 所 定 間 隔 で 縦 に 配 置 し た 案 内 柱 ３ ３ 、 ３ ３ の 下
端 を 固 定 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
隣 接 す る 案 内 柱 ３ ３ 、 ３ ３ 間 に 、 下 側 の 壁 パ ネ ル ２ ０ Ａ を 配 置 し て 、 案 内 柱 ３ ３ に 沿 っ て
、 壁 パ ネ ル ２ ０ の 縦 枠 材 １ ５ を 位 置 さ せ る 。 縦 枠 材 １ ５ か ら 案 内 柱 ３ ３ に 釘 ３ ５ 、 ３ ５ を
打 ち 、 縦 枠 材 １ ５ と 案 内 柱 ３ ３ と を 固 定 す る （ 図 ５ （ ａ ） （ ｂ ） ） 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
案 内 柱 ３ ３ 、 ３ ３ に 、 筒 状 の 基 体 ２ ４ を 有 す る 接 合 金 物 ２ ３ 、 ２ ３ Ａ 等 を 摺 動 可 能 に 嵌 装
し 、 接 合 金 物 ２ ３ 、 ２ ３ 間 に 、 中 間 梁 ３ ６ を 配 置 し 、 中 間 梁 ３ ６ の 両 端 部 を 接 合 金 物 ２ ３
、 ２ ３ に 固 定 す る （ 図 １ ０ （ ａ ） ） 。 中 間 梁 ３ ６ を 壁 パ ネ ル ２ ０ Ａ の 上 面 に 重 ね る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
（ ３ ） 　 　 案 内 柱 ３ ３ 、 ３ ３ の 間 で 、 中 間 梁 ３ ６ の 上 面 に 、 上 側 の 壁 パ ネ ル ２ ０ Ｂ を 載 せ
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、 同 様 に 、 壁 パ ネ ル ２ ０ Ｂ の 縦 枠 材 １ ５ に 釘 ３ ５ を 打 ち 、 縦 枠 材 １ ５ と 案 内 柱 ３ ３ と を 固
定 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
同 様 に 、 案 内 柱 ３ ３ 、 ３ ３ に 、 筒 状 の 基 体 ２ ４ を 有 す る 接 合 金 物 ２ ３ 、 ２ ３ Ａ 等 を 摺 動 可
能 に 嵌 装 し 、 接 合 金 物 ２ ３ 、 ２ ３ 間 に 配 置 し た 上 部 梁 ４ ０ の 両 端 部 を 接 合 金 物 ２ ３ 、 ２ ３
Ａ に 固 定 す る （ 図 １ ０ （ ａ ） ） 。 こ こ で 、 上 部 梁 ４ ０ は 壁 パ ネ ル ２ ０ Ｂ の 上 面 に 重 な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
上 部 梁 ４ ０ の 貫 通 孔 ４ ２ か ら 、 各 壁 用 木 材 １ 、 １ の 貫 通 孔 １ ２ 、 １ ２ 、 中 間 梁 ３ ６ の 貫 通
孔 ３ ８ に 、 通 し ボ ル ト ４ ４ を 上 下 に 挿 通 し て 、 通 し ボ ル ト ４ ４ の 下 端 部 を 土 台 ３ ０ の 下 面
側 の （ 土 台 ３ ０ の 下 方 の 基 礎 ２ ８ に 埋 設 し た ） カ プ ラ ー ３ １ に 定 着 さ せ 、 上 端 部 を 上 部 梁
４ ０ の 上 面 で 定 着 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
（ ４ ） 　 　 以 上 の よ う に し て 、 壁 を 構 築 し 、 上 部 梁 ４ ０ に 屋 根 構 造 ５ ０ 等 の 上 方 の 構 造 物
を 構 築 し て 、 こ の 発 明 の 建 築 構 造 物 ５ ２ を 構 成 す る （ 図 １ ～ 図 ３ ） 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
（ ５ ） 　 　 こ の 建 築 構 造 物 ５ ２ で は 、 鉛 直 力 （ 鉛 直 荷 重 ） は 、 上 部 梁 ４ ０ → 壁 用 木 材 １ →
中 間 梁 ３ ６ → 壁 用 木 材 １ → 土 台 ３ ０ → 基 礎 ２ ８ 、 と 伝 わ る 。 即 ち 、 壁 用 木 材 １ 、 １ の 全 面
圧 縮 で 抵 抗 す る 。 こ の 場 合 、 案 内 柱 に 固 定 し た 縦 枠 材 １ ５ と 壁 用 木 材 １ と は 上 下 に 摺 動 可
能 で あ り 、 上 部 梁 ４ ０ 及 び 中 間 梁 ３ ６ も 接 合 金 物 ２ ３ を 介 し て 案 内 柱 ３ ３ に 対 し て 上 下 に
摺 動 可 能 で あ り 、 従 っ て 、 案 内 柱 ３ ３ は 鉛 直 荷 重 に 抵 抗 し な い 。 た だ し 、 接 合 金 物 ２ ３ と
案 内 柱 ３ ３ と を 、 摺 動 を 規 制 し て 取 付 し た 場 合 、 即 ち 、 固 定 し た 場 合 に は 、 案 内 柱 ３ ３ が
鉛 直 荷 重 に 抵 抗 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
ま た 、 引 抜 力 に 対 し て は 、 通 し ボ ル ト ４ ４ が 、 カ プ ラ ー ３ １ を 介 し て 、 土 台 ３ ０ で 抵 抗 し
、 土 台 ３ ０ に 作 用 す る 引 抜 力 は ア ン カ ー ボ ル ト を 介 し て コ ン ク リ ー ト 製 の 基 礎 ２ ８ で 抵 抗
す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
ま た 、 水 平 力 に 対 し て は 、 だ ぼ 用 貫 通 孔 ５ ５ 、 ５ ５ に 嵌 挿 し た 、 だ ぼ ５ ６ の せ ん 断 力 に よ
り 抵 抗 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
ま た 、 だ ぼ ５ ６ に よ り 壁 用 木 材 １ 、 １ は 一 体 の 壁 と な る の で 、 壁 の 面 外 変 形 に 対 し て は 、
だ ぼ ５ ６ の せ ん 断 力 → 釘 ３ ５ の せ ん 断 力 → 案 内 柱 ３ ３ の 曲 げ 、 で 抵 抗 す る 。 案 内 柱 ３ ３ の
曲 げ 変 形 は 、 そ の 壁 に 直 交 す る 他 の 壁 に 水 平 力 と し て 作 用 す る の で 、 直 交 す る 他 の 壁 の だ
ぼ ５ ６ の せ ん 断 力 で 最 終 的 に 抵 抗 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
【 実 施 例 １ 】
図 面 に 基 づ き こ の 発 明 の 実 施 例 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
［ Ａ ］ 壁 パ ネ ル ２ ０ の 構 成
【 ０ ０ ３ ３ 】
（ １ ） 　 　 壁 用 木 材 １ は 、 軸 を 横 に し て 配 置 さ れ 、 上 面 に 軸 方 向 の 凸 条 ４ 、 凹 条 ５ 、 凸 条
４ と 連 続 し た 上 面 嵌 合 部 ３ を 形 成 し 、 上 面 嵌 合 部 ３ は 、 上 方 に 向 け て テ ー パ ー に （ 上 端 部
か ら 上 方 に 向 け て 幅 が 徐 々 に 細 く な る よ う に ） 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 壁 用 木 材 １ の 下 面
に は 、 軸 方 向 の 凹 条 ８ 、 凸 条 ７ 、 凹 条 ８ と 連 続 し た 下 面 嵌 合 部 ６ を 形 成 し 、 下 面 嵌 合 部 ６
は 、 下 方 に 向 け て テ ー パ ー に （ 下 端 部 か ら 下 方 に 向 け て 幅 が 徐 々 に 細 く な る よ う に ） 形 成
さ れ て い る （ 図 ５ （ ｂ ） ） 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
ま た 、 壁 用 木 材 １ は 、 中 央 部 に ２ 列 、 左 右 両 端 部 に ２ 列 づ つ 、 上 下 に 貫 通 す る だ ぼ 用 貫 通
孔 ５ ５ 、 ５ ５ が 、 合 計 ６ 箇 所 形 成 さ れ て い る （ 図 ４ ） 。 壁 用 木 材 １ 、 １ を 上 下 に 重 ね た 際
に 、 総 て の 壁 用 木 材 １ 、 １ で 、 総 て の 位 置 の だ ぼ 用 貫 通 孔 ５ ５ 、 ５ ５ が 、 連 通 す る よ う に
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形 成 さ れ る （ 図 ４ ） 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
ま た 、 壁 用 木 材 １ の 両 端 部 は 、 縦 方 向 の 嵌 合 突 部 （ ほ ぞ ） １ ０ 、 １ ０ が 夫 々 形 成 さ れ 、 嵌
合 突 部 １ ０ の 先 端 か ら 基 端 側 に 向 け て 、 切 り 込 み １ １ が 形 成 さ れ て い る （ 図 ６ （ ａ ） ） 。
ま た 、 壁 用 木 材 １ は 、 両 端 部 で 、 嵌 合 突 部 １ ０ よ り 中 央 側 に 、 上 面 か ら 下 面 に 向 け て 貫 通
孔 １ ２ 、 １ ２ が 夫 々 形 成 さ れ る （ 図 ３ 、 図 ５ （ ａ ） ） 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
（ ２ ） 　 　 予 め 、 取 付 予 定 の 案 内 柱 ３ ３ の 長 さ の 約 ２ 分 の １ に 対 応 さ せ た 高 さ Ｌ １ の 縦 枠
材 １ ５ を 形 成 す る （ 図 ３ ） 。 縦 枠 材 １ ５ の 一 面 に 、 嵌 合 突 部 １ ０ を 挿 入 で き る 嵌 合 溝 １ ７
を 長 さ 方 向 全 長 に 亘 り 形 成 す る 。 嵌 合 溝 １ ７ は 、 底 が 広 い 蟻 溝 に 形 成 さ れ て い る （ 図 ６ （
ａ ） ） 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
嵌 合 溝 １ ７ を 向 か い 合 わ せ て 並 列 し た 縦 枠 材 １ ５ 、 １ ５ 間 の 最 も 下 に 、 壁 用 木 材 １ を 配 置
し 、 壁 用 木 材 １ の 両 端 の 嵌 合 突 部 １ ０ 、 １ ０ を 、 縦 枠 材 １ ５ 、 １ ５ の 嵌 合 溝 １ ７ に 嵌 合 し
、 縦 枠 材 １ ５ の 最 下 部 に 壁 用 木 材 １ を 取 付 け る 。 こ の 際 、 嵌 合 突 部 １ ０ の 先 端 側 に 切 り 込
み １ １ 、 １ １ を 有 し 、 切 り 込 み １ １ に 割 楔 １ ３ を 挿 入 し な が ら 、 嵌 合 溝 １ ７ 内 に 挿 入 し て
、 い わ ゆ る 「 地 獄 ほ ぞ 」 で 上 下 に 摺 動 可 能 に 取 付 さ れ る （ 図 ６ （ ｂ ） ） 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
（ ３ ） 　 　 続 い て 、 同 様 に 、 ２ 段 目 の 壁 用 木 材 １ を 縦 枠 材 １ ５ 、 １ ５ 間 に 配 置 し 、 嵌 合 溝
１ ７ に 嵌 合 突 部 １ ０ を 嵌 挿 し な が ら 、 １ つ め の 壁 用 木 材 １ の 上 面 嵌 合 部 ３ に 、 下 面 嵌 合 部
６ を 嵌 合 さ せ て 、 壁 用 木 材 １ 、 １ を 上 下 に 積 み 重 ね る 。 こ の 際 、 上 面 嵌 合 部 ３ と 下 面 嵌 合
部 ６ と は 凸 条 ４ と 凹 条 ８ 、 凹 条 ５ と 凸 条 ７ と が 互 い に 嵌 合 し て 水 平 方 向 の 移 動 が 規 制 さ れ
、 ２ 段 目 の 壁 用 木 材 １ も 最 下 段 の 壁 用 木 材 １ と 同 様 に 、 縦 枠 材 １ ５ に 、 上 下 に 摺 動 可 能 に
取 付 け さ れ る （ 図 ５ （ ｂ ） ） 。 以 下 、 同 様 に 、 所 定 数 の 壁 用 木 材 １ 、 １ を 上 下 に 重 ね な が
ら 取 り 付 け る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
（ ４ ） 　 　 こ の 際 、 ２ 段 目 の 壁 用 木 材 １ を 載 せ た 段 階 で 、 連 通 し た 中 央 部 、 両 端 部 の ３ 箇
所 で 、 ２ 列 の だ ぼ 用 貫 通 孔 ５ ５ の 一 方 の だ ぼ 用 貫 通 孔 ５ ５ に 、 だ ぼ ５ ６ を 打 ち 込 む 。 だ ぼ
５ ６ の 上 端 は ２ 段 目 の 壁 用 木 材 １ の 上 面 と 面 一 に な り 、 下 端 は ２ 段 目 の 壁 用 木 材 １ の だ ぼ
用 貫 通 孔 ５ ５ を 貫 通 し て 、 １ 段 目 の 壁 用 木 材 １ の だ ぼ 用 貫 通 孔 ５ ５ の 中 間 深 さ ま で 達 す る
（ 図 ４ 、 図 ５ （ ｂ ） ） 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
ま た 、 ３ 段 目 の 壁 用 木 材 １ を 重 ね た 際 に 、 連 通 し た 中 央 部 、 両 端 部 の ３ 箇 所 で 、 ２ 列 の だ
ぼ 用 貫 通 孔 ５ ５ の 他 方 の だ ぼ 用 貫 通 孔 ５ ５ に 、 だ ぼ ５ ６ を 打 ち 込 み 、 同 様 に だ ぼ ５ ６ の 上
端 を ３ 段 目 の 壁 用 木 材 １ の 上 面 と 面 一 に 、 下 端 を ２ 段 目 の 壁 用 木 材 １ の 貫 通 孔 １ の 中 間 深
さ ま で 、 至 ら せ る 。 以 下 同 様 に 、 壁 用 木 材 １ 、 １ を 重 ね な が ら だ ぼ 用 貫 通 孔 ５ ５ 、 ５ ５ に
だ ぼ ５ ６ を 打 ち 込 む （ 図 ４ ） 。
【 ０ ０ ４ １ 】
（ ５ ） 　 　 以 下 、 同 様 に 、 所 定 数 の 壁 用 木 材 １ 、 １ を 取 り 付 け 、 壁 パ ネ ル ２ ０ を 構 成 す る
（ 図 ３ ） 。 尚 、 前 記 の よ う な 壁 用 木 材 １ に 開 け た だ ぼ 用 貫 通 孔 ５ ５ 、 ５ ５ と だ ぼ ５ ６ と で
、 移 動 規 制 手 段 を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
（ ６ ） 　 　 壁 パ ネ ル ２ ０ を 構 成 し た 段 階 で 、 縦 枠 材 １ ５ の 上 端 １ ６ は 、 最 上 段 の 壁 用 木 材
１ の 上 面 ２ １ よ り 、 所 定 長 さ 宛 下 方 に 位 置 し て い る （ 図 ３ 、 図 ４ ） 。 こ の 所 定 長 さ は 、 経
年 変 化 で 壁 用 木 材 １ 、 １ が 痩 せ た 場 合 で あ っ て も 、 壁 用 木 材 １ の 上 端 ２ １ が 縦 枠 材 １ ５ の
上 端 １ ６ よ り 上 方 に 位 置 す る よ う に 設 定 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
ま た 、 各 壁 用 木 材 １ の 上 面 嵌 合 部 ３ は 上 方 に 向 け 、 下 面 嵌 合 部 ６ は 下 方 に 向 け て 夫 々 細 幅
に 形 成 さ れ て い る の で 、 上 下 に 隣 接 す る 壁 用 木 材 １ 、 １ 間 に 、 間 隙 １ ８ 、 １ ８ が 形 成 さ れ
る （ 図 ５ （ ａ ） （ ｂ ） ） 。
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【 ０ ０ ４ ４ 】
ま た 、 壁 パ ネ ル ２ ０ を 構 成 し た 段 階 で 、 各 壁 用 木 材 １ 、 １ の 貫 通 孔 １ ２ 、 １ ２ が 連 通 す る
（ 図 ３ ） 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
［ Ｂ ］ 接 合 金 物 ２ ３ の 構 成
【 ０ ０ ４ ６ 】
使 用 す る 案 内 柱 ３ ３ に 対 応 さ せ て 、 案 内 柱 ３ ３ に 、 案 内 柱 ３ ３ に 沿 っ て 上 下 に 摺 動 可 能 に
嵌 装 で き る よ う に 、 角 筒 状 に 形 成 し た 基 体 ２ ４ の 側 面 中 央 に 、 上 横 架 材 を 固 定 す る 長 方 形
状 の 板 片 （ 接 合 腕 ） ２ ５ 、 ２ ５ を 放 射 状 に 突 設 す る 。 板 片 ２ ５ に は 、 取 付 用 の 透 孔 ２ ６ 、
２ ６ が 穿 設 さ れ て い る 。 基 体 の 隣 接 す る ２ 側 面 に 接 板 片 を 突 設 し て 、 角 部 に 使 用 す る 案 内
柱 に 適 用 す る 接 合 金 物 ２ ３ を 構 成 す る （ 図 １ ０ （ ａ ） ） 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
尚 、 三 方 の 壁 が 交 わ る 案 内 柱 ３ ３ に 適 用 す る 接 合 金 物 ２ ３ Ａ に は 、 基 体 ２ ４ の ３ 側 面 に 板
片 ２ ５ 、 ２ ５ を 突 設 し （ 図 １ ０ （ ｂ ） ） 、 四 方 の 壁 が 交 わ る 案 内 柱 ３ ３ に 適 用 す る 接 合 金
物 ２ ３ Ｂ に は 、 基 体 ２ ４ の 全 ４ 側 面 に 板 片 ２ ５ 、 ２ ５ を 突 設 し て あ る （ 図 １ ０ （ ｃ ） ） 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
［ Ｃ ］ 壁 パ ネ ル ２ ０ の 取 付
【 ０ ０ ４ ９ 】
（ １ ） 　 　 コ ン ク リ ー ト 製 の 基 礎 ２ ８ の 上 に 土 台 （ 下 横 架 材 ） ３ ０ が 、 ア ン カ ー ボ ル ト 等
（ 図 示 し て い な い ） を 介 し て 固 定 さ れ て い る 。 土 台 ３ ０ 上 に 、 所 定 位 置 （ 壁 構 築 予 定 位 置
の 交 点 ） に 、 案 内 柱 ３ ３ 、 ３ ３ を 立 設 し 、 土 台 ３ ０ と 各 案 内 柱 ３ ３ 、 ３ ３ の 下 端 と を 一 体
に 固 定 す る （ 図 ３ ） 。 土 台 ３ ０ と 案 内 柱 ３ ３ と の 固 定 は 、 木 造 軸 組 み 構 造 に お け る 土 台 と
柱 の 固 定 と 同 等 に 固 定 さ れ 、 例 え ば 、 側 面 に 各 種 金 属 板 （ Ｔ 字 型 、 Ｖ 字 型 、 Ｌ 字 型 等 ） を
沿 わ せ て 、 ビ ス 類 で 固 定 す る （ 図 示 し て い な い ） 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
ま た 、 基 礎 ２ ８ の 切 欠 き 部 ２ ９ に 、 通 し ボ ル ト ４ ４ の 定 着 用 の カ プ ラ ー ３ １ が 埋 設 さ れ て
い る （ 図 ３ 、 図 ２ ） 。 カ プ ラ ー ３ １ は 、 角 筒 状 の 鋼 材 を 開 口 を 横 に し て 配 置 し 、 上 面 に 形
成 し た 透 孔 （ 図 示 し て い な い ） を 土 台 ３ ０ の 貫 通 孔 ３ ２ （ 通 し ボ ル ト ４ ４ を 挿 通 す る ） に
連 通 さ せ て あ る 。 ま た 、 ア ン カ ー ボ ル ト は 、 カ プ ラ ー ３ １ と 基 礎 ２ ８ 及 び 土 台 ３ ０ と の 一
体 性 を 確 保 す る た め に 、 例 え ば 、 カ プ ラ ー ３ １ か ら 水 平 距 離 で １ ５ ０ ｍ ｍ 程 度 の 位 置 に 配
置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
（ ２ ） 　 実 施 例 で 使 用 す る 下 側 の 壁 パ ネ ル ２ ０ Ａ 、 上 側 の 壁 パ ネ ル ２ ０ Ｂ は 、 前 記 壁 パ ネ
ル ２ ０ と 同 じ 構 造 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
続 い て 、 案 内 柱 ３ ３ 、 ３ ３ 間 に 、 壁 パ ネ ル （ 下 側 ） ２ ０ Ａ を 配 置 し 、 壁 パ ネ ル ２ ０ Ａ の 縦
枠 材 １ ５ 、 １ ５ を 、 案 内 柱 ３ ３ 、 ３ ３ に 沿 わ せ る 。 次 に 、 縦 枠 材 １ ５ の 隙 間 １ ８ 、 １ ８ か
ら 、 案 内 柱 ３ ３ 、 ３ ３ の 対 向 す る 面 ３ ４ に 向 け て 釘 ３ ５ （ 例 え ば 、 Ｃ Ｎ 釘 ） を 打 ち 込 み 、
壁 パ ネ ル ２ ０ Ａ を 案 内 柱 ３ ３ 、 ３ ３ 間 に 固 定 す る （ 図 ５ （ ａ ） ） 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
（ ３ ） 　 　 続 い て 、 案 内 柱 ３ ３ 、 ３ ３ に 、 接 合 金 物 ２ ３ 、 ２ ３ Ａ の 基 体 ２ ４ を 嵌 装 し 、 接
合 金 物 ２ ３ 、 ２ ３ Ａ 間 に 、 中 間 梁 （ 上 横 架 材 ） ３ ６ を 架 設 す る 。 こ の 際 、 中 間 梁 ３ ３ の 先
端 部 の 切 り 欠 き ３ ７ 、 ３ ７ 内 に 、 接 合 金 物 ２ ３ 、 ２ ３ Ａ の 板 片 ２ ５ が 嵌 挿 さ れ る 。 中 間 梁
の 側 面 か ら ビ ス を 打 ち 込 み 、 ビ ス の 先 端 部 を 、 板 片 ２ ５ の 透 孔 ２ ６ 内 を 通 過 さ せ て 、 固 定
す る （ 図 ３ 、 図 １ ０ ） 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
（ ４ ） 　 　 続 い て 、 案 内 柱 ３ ３ 、 ３ ３ 間 で 、 中 間 梁 ３ ６ 上 に 他 の 壁 パ ネ ル （ 上 側 ） ２ ０ Ｂ
を 配 置 し 、 壁 パ ネ ル ２ ０ Ｂ の 縦 枠 材 １ ５ 、 １ ５ を 、 案 内 柱 ３ ３ 、 ３ ３ に 沿 わ せ る 。 次 に 、
同 様 に 、 縦 枠 材 １ ５ の 隙 間 １ ８ 、 １ ８ か ら 、 案 内 柱 に 向 け て 釘 （ 例 え ば 、 Ｃ Ｎ 釘 ） ３ ５ 、
３ ５ を 打 ち 込 み 、 壁 パ ネ ル ２ ０ Ｂ を 案 内 柱 ３ ３ 、 ３ ３ 間 に 固 定 す る （ 図 ５ ） 。
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【 ０ ０ ５ ５ 】
（ ５ ） 　 　 続 い て 、 同 様 に 、 案 内 柱 ３ ３ 、 ３ ３ に 、 他 の 接 合 金 物 ２ ３ 、 ２ ３ Ａ の 基 体 ２ ４
を 嵌 装 し 、 接 合 金 物 ２ ３ 、 ２ ３ Ａ 間 に 、 上 部 梁 （ 上 横 架 材 ） ４ ０ を 架 設 す る 。 こ の 際 、 同
様 に 、 上 部 梁 ４ ０ の 先 端 部 の 切 り 欠 き ４ １ 内 に 板 片 ２ ５ が 嵌 挿 さ れ る 。 上 部 梁 ４ ０ の 側 面
か ら ビ ス を 打 ち 込 み 、 ビ ス の 先 端 部 を 、 板 片 ２ ５ の 透 孔 ２ ６ 内 を 通 過 さ せ て 、 固 定 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
（ ６ ） 　 前 記 に お い て 、 案 内 柱 ３ ３ 、 ３ ３ の 他 の 面 へ の 壁 パ ネ ル ２ ０ Ａ 、 ２ ０ Ｂ 、 中 間 梁
３ ６ 、 上 部 梁 ４ ０ の 取 付 け を 、 各 面 で 、 同 様 に 行 う 。 こ の 場 合 、 １ つ の 案 内 柱 ３ ３ に 対 す
る 総 て の 面 で 、 中 間 梁 ３ ６ の 設 置 が 完 了 し た 後 に 、 上 側 の 壁 パ ネ ル ２ ０ Ｂ を 施 工 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
（ ７ ） 　 各 案 内 柱 ３ ３ 、 ３ ３ の 総 て の 面 で 、 壁 パ ネ ル ２ ０ Ａ 、 ２ ０ Ｂ 、 中 間 梁 ３ ６ 、 上 部
梁 ４ ０ の 取 付 が 完 了 し た な ら ば 、 各 上 部 梁 ４ ０ の 貫 通 孔 ４ ２ と 、 各 壁 用 木 材 １ の 貫 通 孔 １
２ と 、 中 間 梁 ３ ６ の 貫 通 孔 ３ ８ と が 連 通 す る の で 、 連 通 し た 貫 通 孔 １ ２ 、 ３ ８ 、 ４ ２ に 、
長 さ Ｌ ２ の 通 し ボ ル ト （ 補 強 棒 材 ） ４ ４ を 挿 通 す る （ 図 ３ ） 。 通 し ボ ル ト ４ ４ の 先 端 部 を
土 台 ３ ０ 内 の カ プ ラ ー ３ １ に 定 着 さ せ る 。 定 着 は 、 例 え ば 、 カ プ ラ ー ３ １ 内 の 螺 孔 に 通 し
ボ ル ト ４ ４ の 先 端 の 螺 糸 部 を 螺 合 し て 行 う 。 通 し ボ ル ト ４ ４ の 上 端 部 を 上 部 梁 ４ ０ の 上 面
に 定 着 さ せ る 。 定 着 は 例 え ば 、 通 し ボ ル ト ４ ４ の 上 端 部 の 螺 糸 部 に ナ ッ ト ４ ５ を 螺 合 緊 結
し て 行 う （ 図 ３ ） 。 ま た 、 通 し ボ ル ト ４ ４ に は 、 中 間 梁 ３ ６ の 上 下 面 を 挟 む よ う に ナ ッ ト
４ ５ 、 ４ ５ を 螺 合 し て 緊 結 す る （ 図 ２ ） 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
（ ８ ） 　 続 い て 、 各 案 内 柱 ３ ３ 、 ３ ３ で 、 縦 枠 材 １ ５ と 壁 用 木 材 １ の 端 部 を 覆 う 被 覆 板 ４
６ を 配 置 し て 、 被 覆 板 ４ ６ と 縦 枠 材 １ ５ 及 び 案 内 柱 ３ ３ と を 釘 等 で 固 定 す る （ 図 ８ ） 。 尚
、 案 内 柱 ３ ３ の 隅 部 の 外 側 （ 図 ８ （ ａ ） ） 、 直 線 部 分 で は （ 図 ８ （ ｂ ） （ ｄ ） ） 、 案 内 柱
３ ３ の 側 面 も 覆 う よ う な 被 覆 板 ４ ６ Ａ を 使 用 す る 。 ま た 、 壁 パ ネ ル ２ ０ が 独 立 し て 立 て ら
れ る 部 分 で は 、 端 部 の 案 内 柱 ３ ３ を 囲 う よ う に 被 覆 板 ４ ６ Ａ 等 を 取 付 け る （ 図 ８ （ ｅ ） ）
。 尚 、 被 覆 板 ４ ６ 、 ４ ６ Ａ 等 は 主 に 意 匠 上 の 目 的 で 取 り 付 け 、 構 造 上 の 作 用 は 少 な い 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
（ ９ ） 　 以 上 で 、 壁 の 構 築 が 完 了 し 、 中 間 梁 ３ ６ 、 ３ ６ に ２ 階 床 を 接 合 し 、 上 部 梁 ４ ０ 、
４ ０ の 上 に 屋 根 構 造 ５ ０ を 接 合 し て 、 こ の 発 明 の 建 築 構 造 物 ５ ２ を 構 築 す る （ 図 １ 、 図 ２
） 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
（ １ ０ ） こ の 建 築 構 造 物 ５ ２ で は 、 壁 用 木 材 １ 、 １ が 経 年 変 化 で 、 痩 せ た 場 合 で あ っ て も
、 壁 用 木 材 １ 、 １ が 縦 枠 材 １ ５ 、 １ ５ に 沿 っ て 、 若 干 下 降 す る が 全 体 と し て 壁 面 を 保 つ 。
ま た 、 壁 用 木 材 １ 、 １ の 下 降 に 伴 っ て 、 中 間 梁 ３ ６ 、 ３ ６ 、 上 部 梁 ４ ０ 、 ４ ０ も 案 内 柱 ３
３ に 沿 っ て 、 接 合 金 物 ２ ３ と 共 に 下 降 し 、 全 体 と し て 、 構 造 上 の 一 体 性 を 保 つ こ と が で き
る 。 尚 、 こ の 際 、 ナ ッ ト ４ ５ 、 ４ ５ を 適 宜 、 締 め 直 し て 、 通 し ボ ル ト ４ ４ を 締 め た 状 態 と
し て お く こ と が 必 要 で あ る （ 図 ２ 、 ３ ） 。
【 ０ ０ ６ １ 】
［ Ｄ ］ 他 の 実 施 例
【 ０ ０ ６ ２ 】
（ １ ） 　 　 前 記 実 施 例 に お い て 、 縦 枠 材 １ ５ の 嵌 合 溝 １ ７ と 壁 用 木 材 １ の 嵌 合 突 部 １ ０ と
を 、 蟻 溝 と 、 い わ ゆ る 「 地 獄 ほ ぞ 」 と で 接 合 し た が 、 蟻 溝 と 蟻 ほ ぞ 、 と す る こ と も で き る
（ 図 ５ （ ｃ ） ） 。 こ の 場 合 に は 、 縦 枠 材 １ ５ の 下 端 （ 又 は 上 端 ） か ら 嵌 合 溝 １ ７ と 嵌 合 突
部 １ ０ と を 嵌 合 し て 摺 動 さ せ な が ら 所 定 位 置 に 納 め る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
ま た 、 縦 枠 材 １ ５ と 壁 用 木 材 １ 、 １ の 端 部 と の 取 付 は 、 壁 用 木 材 １ 、 １ が 縦 枠 材 １ ５ か ら
外 れ る こ と な く 、 か つ 壁 用 木 材 １ 、 １ が 上 下 に 摺 動 可 能 と な る よ う に 取 り 付 け ら れ て い れ
ば 、 他 の 構 造 と す る こ と も で き る 。 例 え ば 、 底 部 が 同 じ 幅 の 嵌 合 溝 １ ７ と 嵌 合 突 部 １ ０ と
か ら 構 成 す る こ と も で き る （ 図 ７ （ ｃ ） ） 。 ま た 、 縦 枠 材 １ ５ 側 に 嵌 合 突 条 １ ９ を 形 成 し
、 壁 用 木 材 １ 側 に 凹 条 １ ４ を 形 成 し て 嵌 合 さ せ る こ と も で き る （ 図 ７ （ ａ ） （ ｂ ） ） 。 ま
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た 、 縦 枠 材 １ ５ に 嵌 合 溝 １ ７ 、 壁 用 木 材 １ に 凹 条 １ ４ を 形 成 し 、 嵌 合 溝 １ ７ 及 び 凹 条 １ ４
に 、 だ ぼ 状 の 小 片 ４ ７ を 嵌 挿 し て 、 縦 枠 材 １ ５ 、 １ ５ に 壁 用 木 材 １ 、 １ を 取 付 け る こ と も
で き る （ 図 ７ （ ｄ ） ） 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
（ ２ ） 　 　 ま た 、 縦 枠 材 １ ５ を 、 基 板 に 突 条 １ ９ を 形 成 し た 鋼 材 か ら 一 体 形 状 で 構 成 す る
こ と も で き る （ 図 １ ２ ） 。 例 え ば 、 案 内 柱 ３ ３ に 当 接 で き る 基 板 ６ ７ の 中 央 部 に 、 長 さ 方
向 の 突 板 ６ ８ を 突 設 し て 、 突 板 ６ ８ の 先 端 に 長 さ 方 向 に 沿 っ た パ イ プ 部 材 ６ ９ を 連 設 し 、
略 Ｔ 字 状 断 面 を 形 成 す る 。 更 に 基 板 ６ ８ で 、 突 板 ６ ８ の 両 側 に 並 列 し て 長 さ 方 向 の 小 突 板
（ フ ィ ン ） ７ ０ 、 ７ ０ を 突 設 し 、 以 上 の 形 状 を 一 体 に 形 成 し て 縦 枠 材 １ ５ を 構 成 す る （ 図
１ ２ （ ａ ） ） 。 即 ち 、 パ イ プ 部 材 ６ ９ 付 き の 突 板 ６ ８ 、 小 突 板 ７ ０ 、 ７ ０ か ら 突 条 １ ９ を
構 成 す る 。 こ の 場 合 、 対 応 す る 壁 用 木 材 １ の 端 面 に 形 成 さ れ る 凹 条 １ ４ は 、 突 板 ６ ８ 及 び
パ イ プ 部 材 ６ ９ が 嵌 合 さ れ る 切 込 み ７ ２ 及 び 円 孔 ７ ３ 、 小 突 板 ７ ０ を 嵌 合 す る 切 欠 き ７ ４
、 ７ ４ か ら 構 成 す る 。 ま た 、 案 内 柱 ３ ３ と 縦 枠 材 １ ５ と の 固 定 は 、 基 板 ６ ７ に 形 成 さ れ た
透 孔 ７ １ 、 ７ １ か ら 案 内 柱 ３ ３ に 釘 ３ ５ を 打 っ て 行 う 。 尚 、 透 孔 ７ １ は 基 板 ６ ８ の 端 側 に
形 成 さ れ 、 透 孔 ７ １ か ら の 釘 ３ ５ の 打 ち 作 業 は 、 壁 用 木 材 １ を 嵌 合 す る 前 後 を 問 わ ず 行 う
こ と が で き 、 他 の 取 付 工 程 、 構 造 は 前 記 実 施 例 と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
ま た 、 例 え ば 、 基 板 ６ ８ に 、 略 コ 字 状 部 材 ７ ５ か ら な る 突 条 １ ９ を 形 成 し て 、 縦 枠 材 １ ５
を 構 成 す る こ と も で き る （ 図 １ ２ （ ｂ ） ） 。 略 コ 字 状 部 材 ７ ５ は 基 部 ７ ６ の 両 側 を 屈 曲 し
て 立 上 げ 片 ７ ７ 、 ７ ７ と し 、 立 上 げ 片 ７ ７ 、 ７ ７ を 先 端 が 近 付 く よ う に さ ら に 屈 曲 し て 形
成 す る 。 基 板 ６ ７ に 略 コ 字 状 部 材 ７ ５ を 溶 接 固 着 し て 、 縦 枠 材 １ ５ を 構 成 す る 。 こ の 場 合
、 対 応 す る 壁 用 木 材 １ の 端 面 に 形 成 さ れ る 凹 条 １ ４ は 、 略 コ 字 状 部 材 ７ ５ の 基 部 ７ ６ 及 び
立 上 げ 片 ７ ７ 、 ７ ７ が 嵌 合 さ れ る 切 欠 き ７ ８ 、 ７ ９ か ら 構 成 す る 。 ま た 、 前 記 同 様 に 、 基
板 ６ ７ の 両 側 に 案 内 柱 ３ ３ に 固 定 す る 為 の 釘 を 挿 通 す る 透 孔 ７ １ 、 ７ １ が 形 成 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ６ ６ 】
（ ３ ） 　 　 ま た 、 前 記 実 施 例 に お い て 、 中 間 梁 ３ ６ の 下 面 、 上 部 梁 ４ ０ の 下 面 を 壁 用 木 材
１ の 上 面 嵌 合 部 ３ と 嵌 合 で き る 形 状 （ 即 ち 、 下 面 嵌 合 部 ６ と 同 様 な 断 面 形 状 と し ） 、 中 間
梁 ３ ６ の 上 面 を 、 下 面 嵌 合 部 と 嵌 合 で き る 形 状 （ 即 ち 、 上 面 嵌 合 部 ３ と 同 様 な 形 状 ） と す
る こ と も で き る （ 図 示 し て い な い ） 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
（ ４ ） 　 　 ま た 、 前 記 実 施 例 に お い て 、 中 間 梁 ３ ６ や 上 部 梁 ４ ０ に 予 め 接 合 金 物 ２ ３ 、 ２
３ Ａ 、 ２ ３ Ｂ を 固 定 し た 状 態 で 、 構 築 現 場 に 搬 入 す る こ と も で き る （ 図 示 し て い な い ） 。
こ の 場 合 に は 、 少 な く と も １ 面 で 、 接 合 金 物 ２ ３ 、 ２ ３ Ａ 、 ２ ３ Ｂ と 中 間 梁 ３ ６ 、 上 部 梁
４ ０ の 取 付 作 業 を 省 略 で き る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
（ ５ ） 　 　 ま た 、 前 記 実 施 例 に お い て 、 壁 パ ネ ル ２ ０ は 、 案 内 柱 ３ ３ の 全 長 に 対 し て 、 上
下 に 分 割 し て 、 ２ 分 の １ の 高 さ の 壁 パ ネ ル ２ ０ Ａ 、 ２ ０ Ｂ を 使 用 し た が 、 案 内 柱 ３ ３ の 全
長 に 対 し て 、 １ 枚 の パ ネ ル で 形 成 す る こ と も で き る （ 図 示 し て い な い ） 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
（ ６ ） 　 　 ま た 、 前 記 実 施 例 に お い て 、 壁 パ ネ ル ２ ０ の 壁 用 木 材 １ 、 １ で 、 上 面 嵌 合 部 ３
に 凸 条 ４ 及 び 凹 条 ５ を 形 成 し 、 下 面 嵌 合 部 ６ に 凸 条 ７ 及 び 凹 条 ８ を 形 成 し た が 、 上 面 嵌 合
部 ３ と 下 面 嵌 合 部 ６ と を 互 い に 嵌 合 で き る 構 造 で あ れ ば 、 そ の 構 造 は 任 意 で あ る （ 図 示 し
て い な い ） 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
（ ７ ） 　 　 ま た 、 前 記 実 施 例 に お い て 、 壁 パ ネ ル ２ ０ で 、 壁 用 木 材 １ 、 １ は 上 面 嵌 合 部 ３
と 下 面 嵌 合 部 ６ と で 嵌 合 し た の で 、 雨 水 等 の 室 内 側 へ の 漏 れ を 防 止 し て 、 接 合 面 で の 美 観
も 良 い が 、 嵌 合 形 状 は 任 意 で あ る 。 ま た 、 上 面 嵌 合 部 ３ と 下 面 嵌 合 部 ６ を 省 略 し て 、 フ ラ
ッ ト な 接 合 面 と す る こ と も で き る （ 図 示 し て い な い ） 。
【 ０ ０ ７ １ 】
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（ ８ ） 　 　 ま た 、 前 記 実 施 例 に お い て 、 だ ぼ 用 貫 通 孔 ５ ５ と だ ぼ ５ ６ と で 、 上 下 の 壁 用 木
材 １ 、 １ を 接 合 し て 、 移 動 規 制 手 段 と し て 、 壁 用 木 材 １ 、 １ の 水 平 方 向 の 移 動 を 規 制 し て
、 壁 パ ネ ル ２ ０ の 一 体 性 を 確 保 し た が 、 だ ぼ ５ ６ の 断 面 形 状 は 角 ・ 丸 等 任 意 で 、 材 質 も 木
製 、 鋼 製 な ど 任 意 で あ り 、 鋼 製 と し た 場 合 に は 、 丸 鋼 、 コ ー チ ス ク リ ュ ー ボ ル ト 等 を 使 用
す る こ と も で き る 。 ま た 、 水 平 方 向 の 移 動 が 規 制 で き れ ば 、 移 動 規 制 手 段 と し て 、 ほ ぞ と
ほ ぞ 穴 と を 組 み 合 わ せ た 嵌 合 構 造 等 と す る こ と も で き る （ 図 示 し て い な い ） 。 ま た 、 上 下
の 壁 用 木 材 １ 、 １ を 嵌 合 構 造 と せ ず 、 当 接 面 に 接 着 剤 層 を 介 装 し て 移 動 を 規 制 す る こ と も
で き る （ 図 示 し て い な い ） 。 ま た 、 嵌 合 構 造 と す る と 共 に 更 に 、 接 着 剤 層 を 介 装 す る こ と
も で き る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
ま た 、 前 記 実 施 例 に お い て 、 引 抜 力 に 抵 抗 す る 為 等 で 、 通 し ボ ル ト ４ ４ を 用 い た が 、 貫 通
孔 １ ２ 内 の 通 し ボ ル ト ４ ４ を 移 動 規 制 手 段 と し て 兼 用 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
（ ９ ） 　 　 ま た 、 前 記 実 施 例 に お け る 壁 用 木 材 １ 、 １ の 貫 通 孔 １ ２ 、 だ ぼ 用 貫 通 孔 ５ ５ の
配 置 、 即 ち 、 壁 パ ネ ル ２ ０ で の 通 し ボ ル ト ４ ４ 、 だ ぼ ５ ６ の 配 置 は 図 ４ 図 示 の 例 に 限 ら れ
な い 。 但 し 、 応 力 が 均 等 に 作 用 す る よ う に 、 例 え ば 左 右 対 称 の 配 置 と す る こ と が 望 ま し い
。
【 ０ ０ ７ ４ 】
（ １ ０ ） 　 ま た 、 前 記 実 施 例 に お い て 、 壁 パ ネ ル ２ ０ と 案 内 柱 ３ ３ と の 固 定 は 、 壁 パ ネ ル
２ ０ の 縦 枠 材 １ ５ と 案 内 柱 ３ ３ と を 、 間 隙 １ ８ か ら 釘 ３ ５ を 打 ち 込 ん で 固 定 し た の で 、 釘
３ ５ が 見 え ず 美 観 良 く 納 ま る が 、 固 定 は 他 の 構 造 と す る こ と も で き る 。 例 え ば 、 案 内 柱 ３
３ の 外 面 と 縦 枠 材 １ ５ の 外 面 と に 、 透 孔 ４ ９ 、 ４ ９ を 穿 設 し た 鋼 板 か ら な る 補 強 板 ４ ８ を
沿 わ せ て 、 透 孔 ４ ９ 、 ４ ９ か ら 釘 ５ ７ を 打 ち 込 ん で 固 定 す る こ と も で き る （ 図 ９ （ ａ ） ）
。
【 ０ ０ ７ ５ 】
ま た 、 縦 枠 材 １ ５ に 溝 孔 ５ ８ 、 案 内 柱 ３ ３ に 貫 通 孔 ５ ９ を 夫 々 穿 設 し て 連 通 さ せ 、 溝 孔 ５
８ 、 貫 通 孔 ５ ９ に 共 通 の ほ ぞ パ イ プ ６ ０ を 嵌 挿 す る こ と も で き る （ 図 ９ （ ｂ ） ） 。 こ の 場
合 、 ほ ぞ パ イ プ ６ ０ の 貫 通 孔 ６ １ 、 ６ １ ａ に 、 連 通 す る よ う に 縦 枠 材 １ ５ に 貫 通 孔 ６ ２ を
、 案 内 柱 ３ ３ に 貫 通 孔 ６ ３ を 夫 々 穿 設 す る 。 貫 通 孔 ６ ２ 、 貫 通 孔 ６ １ を 貫 通 す る ボ ル ト ６
４ を 挿 通 し 、 貫 通 孔 ６ ３ 、 貫 通 孔 ６ １ ａ を 貫 通 す る ボ ル ト ６ ４ を 挿 通 し て 、 各 ボ ル ト ６ ４
に ナ ッ ト ６ ５ を 螺 合 緊 結 す る （ 図 ９ （ ｂ ） ） 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
ま た 、 案 内 柱 ３ ３ の 面 ３ ４ と 、 壁 パ ネ ル ２ ０ の 縦 枠 材 １ ５ の 外 面 と の 間 に 接 着 剤 層 ６ ６ を
介 装 し て 固 定 す る こ と も で き る （ 図 ９ （ ｃ ） ） 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
（ １ １ ） 　 ま た 、 前 記 実 施 例 に お い て 、 接 合 金 物 ２ ３ は 、 透 孔 ２ ６ を 有 す る 板 片 ２ ５ か ら
接 合 腕 と し た が 、 他 の 接 合 腕 の 構 成 と す る こ と も で き る 。 例 え ば 、 前 記 接 合 金 物 ２ ３ で 、
基 体 ２ ４ の 側 面 と 板 片 ２ ５ と の 間 に 水 平 方 向 の 受 け 板 ２ ７ を 取 付 け て 接 合 腕 と し て 、 接 合
金 物 ２ ３ を 構 成 す る こ と も で き る （ 図 １ １ （ ａ ） ） 。 こ の 場 合 、 板 片 ２ ５ の 上 部 自 由 端 を
テ ー パ ー 状 に 切 り 欠 い て あ る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
ま た 、 接 合 金 物 ２ ３ で 、 接 合 腕 を 透 孔 ２ ６ を 穿 設 し た ２ 枚 の 板 片 ２ ５ 、 ２ ５ か ら 構 成 し （
図 １ １ （ ｂ ） ） 、 更 に ２ 枚 の 板 片 ２ ５ 、 ２ ５ と 受 け 板 ２ ７ と か ら 接 合 腕 を 構 成 す る こ と も
で き る （ 図 １ １ （ ｃ ） ） 。 ま た 、 前 記 接 合 金 物 ２ ３ で 案 内 柱 ３ ３ を 断 面 円 柱 と し た 場 合 に
、 案 内 柱 ３ ３ に 摺 動 可 能 に 嵌 装 で き る よ う に 、 基 体 ２ ４ は 円 筒 に 形 成 す る （ 図 １ １ （ ｄ ）
） 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
（ １ ２ ） 　 ま た 、 前 記 実 施 例 に お い て 、 通 し ボ ル ト ４ ４ は 中 間 梁 ３ ６ の 上 下 面 で も ナ ッ ト
４ ５ 、 ４ ５ で 定 着 し た の で 、 強 固 に 接 合 で き 好 ま し い が 、 少 な く と も 通 し ボ ル ト ４ ４ の 上
下 で 定 着 さ れ て い れ ば 、 中 間 梁 ３ ６ の 上 下 面 で の 定 着 は 省 略 す る こ と も で き る （ 図 示 し て
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い な い ） 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
ま た 、 上 下 の パ ネ ル ２ ０ Ａ 、 ２ ０ Ｂ で 、 １ 本 の 通 し ボ ル ト ４ ４ を 通 し た が 、 パ ネ ル ２ ０ Ａ
、 ２ ０ Ｂ 毎 に 短 い 通 し ボ ル ト を 通 す こ と も で き る （ 図 示 し て い な い ） 。 こ の 場 合 、 パ ネ ル
２ ０ Ａ の 通 し ボ ル ト の 上 端 と パ ネ ル ２ ０ Ｂ の 通 し ボ ル ト の 下 端 と を ジ ョ イ ン ト ナ ッ ト で 連
結 し 、 パ ネ ル ２ ０ Ａ の 通 し ボ ル ト の 下 端 を カ プ ラ ー ３ １ に 、 パ ネ ル ２ ０ Ｂ の 通 し ボ ル ト の
上 端 を ナ ッ ト ４ ５ に 連 結 す る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
（ １ ３ ） 　 ま た 、 前 記 実 施 例 で 、 壁 用 木 材 １ 、 １ と 縦 枠 材 １ ５ 、 １ ５ と を 予 め 工 場 で 組 み
立 て て 壁 パ ネ ル ２ ０ と し て 、 現 場 に 搬 入 し た の で 、 施 工 を 大 幅 に 簡 略 化 で き る が 、 現 場 で
、 壁 用 木 材 １ 、 １ を 縦 枠 材 １ ５ 、 １ ５ に 取 付 け な が ら 、 縦 枠 材 １ ５ を 案 内 柱 ３ ３ に 固 定 す
る こ と も で き る （ 図 示 し て い な い ） 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
（ １ ４ ） 　 ま た 、 前 記 実 施 例 に お い て 、 重 ね た 壁 用 木 材 １ 、 １ は 上 下 に 摺 動 可 能 に 縦 枠 材
１ ５ に 取 り 付 け た が 、 所 定 位 置 で 、 全 部 又 は 一 部 の 壁 用 木 材 １ と 縦 枠 材 １ ５ と を 、 釘 や ビ
ス 等 又 接 着 に よ り 固 定 す る こ と も で き る （ 図 示 し て い な い ） 。 こ の 場 合 に は 、 経 年 変 化 で
壁 用 木 材 １ が 痩 せ た 場 合 の 効 果 は 弱 ま る が 、 壁 パ ネ ル ２ ０ と し て の 一 体 性 が 高 め ら れ る の
で 、 施 工 時 に 取 扱 い 易 く な る と 共 に 、 壁 構 造 と し て の 耐 力 が 強 化 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
（ １ ５ ） 　 ま た 、 前 記 実 施 例 に お い て 、 案 内 柱 ３ ３ 、 ３ ３ を 立 設 し 、 土 台 ３ ０ に 固 定 し た
後 に 、 案 内 柱 ３ ３ の 上 方 か ら 接 合 金 物 ２ ３ 、 ２ ３ Ａ を 嵌 装 し た が 、 予 め 案 内 柱 ３ ３ の 下 端
部 に 接 合 金 物 ２ ３ 、 ２ ３ Ａ を 嵌 装 し た 状 態 で 立 設 す る こ と も で き る （ 図 示 し て い な い ） 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
即 ち 、 案 内 柱 ３ ３ の 下 端 部 に 、 中 間 梁 ３ ６ 用 及 び 上 部 梁 ４ ０ 用 の 接 合 金 物 ２ ３ 、 ２ ３ Ａ の
基 体 ２ ４ を 嵌 装 し な が ら 、 案 内 柱 ３ ３ を 土 台 ３ ０ に 固 定 す る 。 あ る い は 、 予 め 下 端 部 に 、
接 合 金 物 ２ ３ 、 ２ ３ Ａ の 基 体 ２ ４ を 嵌 装 し て 必 要 な ら ば 仮 止 め し た 状 態 で 、 案 内 柱 ３ ３ を
土 台 ３ ０ に 立 設 固 定 す る 。 こ の 状 態 で 、 案 内 柱 ３ ３ に 沿 っ て 上 下 ２ 段 に 接 合 金 物 ２ ３ 、 ２
３ Ａ が 嵌 装 さ れ て お り 、 案 内 柱 ３ ３ 間 に 上 部 梁 ４ ０ 、 中 間 梁 ３ ６ を 配 置 し て 、 前 記 実 施 例
と 同 様 に 、 上 部 梁 ４ ０ 、 中 間 梁 ３ ６ の 両 端 を 夫 々 接 合 金 物 ２ ３ 、 ２ ３ Ａ に 固 定 す る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
続 い て 、 接 合 金 物 ２ ３ 、 ２ ３ Ａ と 共 に 、 上 部 梁 ４ ０ 、 中 間 梁 ３ ６ を 上 昇 さ せ 、 中 間 梁 ３ ６
、 上 部 梁 ４ ０ を 構 築 予 定 の 高 さ で 保 持 す る 。 続 い て 、 案 内 柱 ３ ３ 、 ３ ３ 間 で 、 土 台 ３ ０ と
中 間 梁 ３ ６ と の 間 に 壁 パ ネ ル ２ ０ Ａ 、 中 間 梁 ３ ６ と 上 部 梁 ４ ０ と の 間 に 壁 パ ネ ル ２ ０ Ｂ を
夫 々 取 付 け る 。 壁 パ ネ ル ２ ０ Ａ 、 ２ ０ Ｂ の 取 付 構 造 は 前 記 実 施 例 と 同 様 で あ る 。 ま た 、 以
降 の 工 程 も 、 前 記 実 施 例 と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
ま た 、 こ の 場 合 、 案 内 柱 ３ ３ を 予 め 長 め に 形 成 し て お き 、 案 内 柱 ３ ３ の 上 端 部 を 案 内 と し
て 利 用 し て 上 部 梁 ４ ０ を 一 旦 、 配 置 位 置 よ り 上 端 付 近 ま で 上 昇 さ せ て 、 所 定 位 置 に 壁 パ ネ
ル ２ ０ を 取 付 け 、 そ の 後 に 上 部 梁 ４ ０ を 下 げ て 、 所 定 位 置 に 設 置 す る こ と も で き る 。 そ の
後 、 不 要 と な っ た 案 内 柱 ３ ３ の 上 端 部 を 切 断 し て 除 去 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
ま た 、 こ こ で 、 中 間 梁 ３ ６ と 上 部 梁 ４ ０ と を 中 間 梁 ３ ６ の 位 置 ま で 上 昇 し て 、 壁 パ ネ ル ２
０ Ａ の み 取 付 け 、 そ の 後 上 部 梁 ４ ０ を 上 昇 さ せ て 、 壁 パ ネ ル ２ ０ Ｂ を 取 付 け る こ と も で き
る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
（ １ ６ ） 　 前 記 実 施 例 に お い て 、 案 内 柱 ３ ３ と 中 間 梁 ３ ６ 、 上 部 梁 ４ ０ と は 、 接 合 金 物 ２
３ 、 ２ ３ を 介 し て 、 案 内 柱 ３ ３ に 沿 っ て 上 下 に 摺 動 可 能 に 取 り 付 け た が 、 接 合 金 物 に 透 孔
８ ０ 、 ８ ０ を 形 成 し 、 透 孔 ８ ０ か ら 案 内 柱 ３ ３ に ビ ス や 釘 を 打 っ て 、 上 下 の 摺 動 を 規 制 し
て 取 り 付 け る こ と 、 即 ち 固 定 す る こ と も で き る （ 図 １ ０ 鎖 線 図 示 、 透 孔 ８ ０ ） 。 尚 、 こ の
場 合 に は 、 構 造 上 は 強 化 さ れ る が 、 壁 用 木 材 １ が 痩 せ た 場 合 に 、 中 間 梁 ３ ６ 、 上 部 梁 ４ ０
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が 、 壁 用 木 材 １ 、 １ の 下 降 に 追 随 す る こ と は で き な い 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
ま た 、 こ の よ う に 、 案 内 柱 ３ ３ と 中 間 梁 ３ ６ 、 上 部 梁 ４ ０ と を 固 定 す る 場 合 に は 、 接 合 金
物 ２ ３ に 代 え て 、 例 え ば 、 木 造 軸 組 構 造 で 通 常 に 使 用 さ れ る 柱 梁 の 接 合 金 物 を 使 用 す る こ
と も で き る （ 図 示 し て い な い ） 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
【 発 明 の 効 果 】
こ の 発 明 で は 、 移 動 規 制 手 段 で 固 定 し た 壁 用 木 材 を 縦 枠 材 で 上 下 に 摺 動 可 能 に 嵌 合 し た の
で 、 壁 用 木 材 の 乾 燥 収 縮 が 生 じ た 場 合 で あ っ て も 、 縦 枠 材 に 影 響 を 与 え る こ と な く 積 み 上
げ た 壁 用 木 材 の 連 結 を 維 持 し で き る 効 果 が あ る 。 ま た 、 縦 枠 材 と 案 内 柱 と を 固 定 し 、 か つ
上 横 架 材 を 摺 動 可 能 に 案 内 柱 に 固 定 し た 場 合 に は 、 壁 用 木 材 は 、 直 接 に 案 内 柱 に 固 定 さ れ
す 、 壁 用 木 材 の 乾 燥 収 縮 の 影 響 を 案 内 柱 に 与 え な い 。
【 ０ ０ ９ １ 】
ま た 、 予 め 壁 パ ネ ル を 形 成 し て 、 壁 用 木 材 を 上 下 に 積 み 重 ね た 状 態 で 、 形 成 す れ ば 、 建 築
構 造 物 の 施 工 を 大 幅 に 簡 略 化 で き る 効 果 が あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 実 施 例 で 構 築 し た 建 築 構 造 物 の 一 部 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 同 じ く 一 部 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 こ の 発 明 の 壁 パ ネ ル の 取 付 を 表 す 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 壁 パ ネ ル の 壁 用 木 材 の 他 の 積 み 上 げ 構 造 を 表 す 一 部 を 破 切 し た 正 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 （ ａ ） は 同 じ く 壁 パ ネ ル の 取 付 を 表 す 一 部 拡 大 縦 断 面 図 で 、 （ ｂ ） は （ ａ ） の Ａ
－ Ａ 線 に お け る 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 （ ａ ） （ ｂ ） は 壁 用 木 材 と 縦 枠 材 と の 嵌 合 を 表 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 同 じ く 壁 用 木 材 と 縦 枠 材 と の 他 の 嵌 合 を 表 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 （ ａ ） ～ （ ｃ ） は 、 壁 パ ネ ル と 案 内 柱 の 取 付 け を 表 す 横 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 （ ａ ） ～ （ ｃ ） は 、 壁 パ ネ ル の 縦 枠 材 と 案 内 柱 と の 他 の 取 付 け を 表 す 横 断 面 図 で
あ る 。
【 図 １ ０ 】 （ ａ ） ～ （ ｃ ） は 、 実 施 に 使 用 す る 接 合 金 物 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 （ ａ ） ～ （ ｄ ） は 、 他 の 接 合 金 物 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 （ ａ ） （ ｂ ） は 、 こ の 発 明 の 壁 用 木 材 と 縦 枠 材 の 他 の 嵌 合 を 表 す 断 面 図 で あ る
。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 壁 用 木 材
３ 　 　 上 面 嵌 合 部 （ 壁 用 木 材 ）
４ 　 　 凸 条 （ 上 面 嵌 合 部 ）
５ 　 　 凹 条 （ 上 面 嵌 合 部 ）
６ 　 　 下 面 嵌 合 部 （ 壁 用 木 材 ）
７ 　 　 凸 条 （ 下 面 嵌 合 部 ）
８ 　 　 凹 条 （ 下 面 嵌 合 部 ）
１ ０ 　 嵌 合 突 部 （ 壁 用 木 材 。 嵌 合 部 ）
１ ２ 　 貫 通 孔 （ 壁 用 木 材 ）
１ ５ 　 縦 枠 材
１ ６ 　 縦 枠 材 の 上 端
１ ７ 　 嵌 合 溝 （ 縦 枠 材 。 被 嵌 合 部 ）
１ ８ 　 間 隙
２ ０ 、 ２ ０ Ａ 、 ２ ０ Ｂ 　 壁 パ ネ ル
２ １ 　 最 上 に 位 置 す る 壁 パ ネ ル の 上 面
２ ３ 、 ２ ３ Ａ 、 ２ ３ Ｂ 　 接 合 金 物
２ ４ 　 基 体 （ 接 合 金 物 ）
２ ５ 　 板 片 （ 接 合 金 物 。 接 合 腕 ）
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２ ７ 　 受 け 板 （ 接 合 金 物 。 接 合 腕 ）
２ ８ 　 基 礎
３ ０ 　 土 台 （ 下 横 架 材 ）
３ １ 　 カ プ ラ ー
３ ３ 　 案 内 柱
３ ４ 　 案 内 柱 の 対 向 す る 面
３ ５ 　 釘 （ 例 え ば 、 Ｃ Ｎ 釘 ）
３ ６ 　 中 間 梁 （ 上 横 架 材 ）
３ ７ 　 切 欠 き
３ ８ 　 貫 通 孔
４ ０ 　 上 部 梁 （ 上 横 架 材 ）
４ １ 　 切 欠 き
４ ２ 　 貫 通 孔
４ ４ 　 通 し ボ ル ト （ 補 強 棒 材 ）
４ ５ 　 ナ ッ ト
４ ６ 　 被 覆 板
５ ０ 　 屋 根 構 造
５ ２ 　 建 築 構 造 物
５ ５ 　 だ ぼ 用 貫 通 孔 （ 移 動 規 制 手 段 ）
５ ６ 　 だ ぼ （ 移 動 規 制 手 段 ）
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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